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本日の発表内容

１．乙訓管内の特徴及び河川について

２．小泉川と地元住民の関係について

３．小泉川の河川改修について

４．河川改修工事の様子について

５．ホタル調査の結果

６．まとめ



乙訓管内の位置･特徴

○乙訓土木事務所は、向
日市、長岡京市、大山
崎町の２市１町と京都
市西京区の一部を管轄

○古くから淀川の舟運と
西国街道といった水陸
交通が盛んだった地域
で、京都市と大阪府に
隣接した都市化の進ん
だ地域

（H27国勢調査）

人口（人） 面積（km2）

向 日 市 53,380 7.72

長 岡 京 市 80,090 19.17

大 山 崎 町 15,181 5.97

西 京 区
（ 一 部 ）

52,242 34.20

合 計 200,893 67.06

京 都府 全体 2,610,353 4,612.19

向日市

大山崎町

長岡京市

京都市西京区



乙訓管内の河川

【河川の現況】
河川名 延長（km） 河川名 延長（km）

小泉川 5.564 犬川 0.850

久保川 1.472 善峰川 3.660

小畑川 14.994 芥川 3.600

河川数 6 河川延長 30.140

○乙訓管内の主な河川に
ついては、乙訓地域の
都市化の進展に伴い、
昭和30年から50年代
にかけて概ね計画規模
1/30で河川改修が完
了

○近年は、修繕事業や水
辺環境整備事業を順次
進めている

小泉川



施工前 施工後
魚道の設置

木工沈床の設置 木杭と石の帯工設置
木の枠を組合せ
て、中に石を積
める

ブロックが崩れ
ないように、川
の両側に設置

土砂が下流に流
されないようせ
き止める



ホタル観賞の夕べ



西代里山公園
○ホタル広場

自然の景観に配慮した池を中心とした
スペース

にしんだい さと やま こう えん

○せせらぎ広場
ホタル育成に適したせせらぎのある
緑陰空間

○ホタル養殖池
ホタルの餌となるカワニナを育てる



凡 例

S36～H10整備済区間
H11～H17整備区間
今回整備区間

京都第二外環状道路

金ヶ原橋

柳谷橋

阪急橋梁

JR東海道本線橋梁

新山崎橋

新川向橋

桜橋

小泉川改修履歴



特養施設

<長岡京市>
公園予定地

整備の基本方針

●治水安全度の向上
●長岡京市の公園計画と整合を図り、

憩いの場としての川づくり
●ゲンジボタルや水生生物などの成育

空間を含む自然生態系の回復
●地域のみなさんに愛され親しまれる

川づくり

落差工

環境保全エリア
・カワニナ、サワガニ等が

確認されており、水生生
物を保全するエリア

親水エリア
・公園利用者が水辺を身

近に感じるエリア
・左岸の自然環境と合わ

せたホタルの生育環境
を創造するエリア



巨石階段工

ホタル護岸

整備完成予想図



約3m拡幅

Coブロック積護岸代表断面図



ホタル護岸代表断面図



ホタル護岸代表断面図（拡大）



約3m拡幅

Coブロック積護岸工事の様子



ホタル護岸工事の様子
←
ブロックマットで護岸強度を確保

法止め杭は府内産木材を利用し、
杭の補強の石は施工中に収集した
ものを利用

→
ホタルは土中で土繭を作り蛹化するた
め、覆土の重転圧を避けて表面を均す
のみ

覆土には、工事に先立ち表土を仮置き
しておいたものを利用(現状環境保全)

つちまゆ ようか



その他工事の様子

落差工 ⇒ 魚道 現場発生剤を用いた巨石階段

Coブロック積護岸



現在の様子（全景）

巨石階段

ホタル護岸

魚道

ホタル護岸

Coブロック積護岸

巨石階段



乙訓管内のホタル調査

○平成25年よりホタル
の調査を開始

○調査結果
工事箇所（西代地区周
辺）に関しては、例年
10～20匹程度確認で
きていたが、今年は工
事が完了したばかりで
5匹と少なかった。

ホタル調査箇所

① ②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨
⑩

調査年 H25 H26 H27 H28 H29 備考

① 0 1匹 1匹 0 0 ゲンジボタル主体

② 0 0 0 0 20匹程度 ゲンジボタル主体

③ 3匹程度 5匹程度 3匹程度 0 12匹程度 ゲンジボタル主体

④ 5匹程度 2匹程度 10匹程度 0 4匹程度 ゲンジボタル主体

⑤ 18匹程度15匹程度15匹程度10匹程度 5匹程度 ゲンジボタル主体

⑥ 10匹程度 10匹程度 1匹 0 10匹程度 ゲンジボタル主体

⑦ 50匹以上 30匹程度 1匹 3匹程度 30匹程度 ゲンジボタル主体

⑧ － － － 0 5匹程度 ゲンジボタル主体

⑨ 0 20匹程度 6匹程度 0 1匹 ヒメボタルも

⑩ － 5匹程度 2匹程度 多数 12匹程度 ヘイケボタル主体



まとめ

○小泉川（西代地区）の河川改修について、
地元住民に愛されるホタルの生態も勘案
した河川改修を実施。

○治水安全性・親水性・環境保全の３つを
併せ持つ河川改修を実現。

○長岡京市の公園計画も加味し、親水エリ
アと環境保全エリアにゾーニング。

○一時的にホタルの減少となっているが、
今後、ホタルが戻ってくることを願って
いる。（今後もホタル調査を継続）


